
輸血用血液製剤でH8VくB型肝炎ウイルスI感染が疑われた事例ー-
-

く2月20日報告Jについて

1 経緯

平成1 9牢2月20日,日本赤十字社から輸血 く赤血球濃厚液1によるHBV感染

の疑い事例で患者が死亡した症例の報告があったo

2 事例

60歳代の男性.原疾患は消化割重鼠平嘩1 8牢18月3日に,輸血く赤血球濃厚
液合計4単位3本lを受けるo

輸血前の血液検査 く平成1 8年7月1 1日JではHB s抗原検査陰性であったが,

輸血後の平成18年9月26日に, HB s抗原検査陽性となったo lO月24日の悪

心,幅虹腹痛にて受臥AS十1364- ALT1306,肝不全を認めるo 10
月2 5目に多臓器不全により死亡o感染経路が不明であるが,輸血によるHBVの感

染が否定できないとの担当医の見解であるo

3 状況

くり輸血された血液製剤について

0当該患者には3人の供血者から採血された赤血球濃厚液を輸血.

eJ当該製剤と同-供血者から製造された3本の原料血祭は全て確保済みo

く2I 3人の供血者について

3人の供血者のうち,旦名が再採血.献血に来場く旦名のHBV関連検査は全て陰
性Jo

く31供血者個別NATの試験結果

輸血時の供血者3人の供血時の保管検体について.個別NATを実施したところ-

全て陰性であったo

4 今後の対応

くり供血者1人の再献血.検査にかかるフオロ-を行うo

く21血卓夜の安全対策の推進

r輸血医療の安全確保のための総合対策Jを着実に実施するo
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